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一
　
は
じ
め
に

　
　
　
世
に
山
田
文
法
と
称
す
る
、
山
田
孝
雄
の
文
法
研
究
は
、
『
B
本
文
法
論
』

　
　
（
山
田
一
九
〇
八
）
か
ら
し
て
も
百
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
山

　
　
田
は
、
文
を
、

　
　
　
　
・
喚
体
日
感
情
の
発
表
形
式
、
命
題
の
形
式
を
成
さ
な
い
、
呼
格
（
体

　
　
　
　
　
　
　
　
言
）
に
よ
る
一
元
性

　
　
　
　
・
述
体
”
理
性
の
発
表
形
式
、
命
題
の
形
式
を
成
す
、
主
格
（
体
言
）
1

　
　
　
　
　
　
　
　
賓
格
（
用
言
）
に
よ
る
二
元
性
と
述
格
（
用
言
）
の
関
与

　
　
と
規
定
す
る
（
山
田
一
九
〇
八
、
一
九
三
六
）
。
感
情
で
あ
れ
理
性
で
あ
れ
、

　
　
何
か
を
述
べ
る
と
い
う
文
の
内
容
の
根
幹
は
判
断
で
あ
り
、
二
種
類
は
判
断
の

　
　
在
り
方
の
異
な
り
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
石
神
一
九
九
九
）
。
山
田
の

罵
述
体
の
論
謬
・
主
語
途
語
と
い
う
文
の
形
式
が
在
る
こ
と
・
こ
れ
を
象
る

為
に
語
の
種
類
と
し
て
体
言
と
用
言
が
在
る
こ
と
、
即
ち
構
文
関
係
と
語
の
類

別
と
い
う
領
域
を
連
関
的
に
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
法
研
究
の
基
底

と
し
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
（
石
神
二
〇
〇
二
）
。

　
述
体
文
の
旦
ハ
体
と
し
て
、
例
え
ば
、

　
　
花
　
　
咲
く
。

　
　
主
語
　
述
語

を
掲
げ
る
と
き
、
「
主
語
と
は
何
か
」
「
述
語
と
は
何
か
」
と
は
一
見
問
う
ま
で

も
な
い
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
法
論
の
概
念

規
定
と
し
て
は
如
何
。
ま
た
、
こ
れ
を
教
授
す
る
に
際
し
て
、
直
接
的
で
は
な

く
例
示
に
よ
る
体
得
を
目
指
す
と
し
た
場
合
、
例
文
と
し
て
妥
当
な
も
の
は
何

か
。
こ
の
種
の
こ
と
を
問
題
と
す
る
な
ら
ぽ
、
三
上
章
の
「
中
等
文
法
批
判
」

の
言
説
（
三
上
一
九
五
三
）
は
今
日
に
至
っ
て
も
有
効
で
あ
る
。
即
ち
、
述
語

を
擬
う
品
詞
の
在
り
方
、
主
語
…
述
語
関
係
に
立
ち
入
っ
て
関
与
す
る
助
詞
の

在
り
方
、
と
い
う
現
象
的
な
姿
を
通
し
て
、
述
体
文
の
内
部
構
造
や
意
味
規
定

は
依
然
と
し
て
問
題
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
に
主
語
は
存
在
す
る
の
か
と
か
、

日
本
語
に
在
る
も
の
は
、
主
語
i
述
語
関
係
で
は
な
く
、
登
園
（
・
王
題
）
…
解

説
（
叙
述
）
関
係
で
あ
る
等
の
議
論
は
連
綿
と
続
い
て
お
り
、
ま
た
文
法
研
究

の
成
果
と
し
て
も
蓄
積
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
1
）
。

　
本
稿
は
、
偏
平
の
論
理
を
踏
ま
え
、
体
言
文
の
意
味
と
形
式
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
ま
た
、
特
殊
な
体
言
文
と
し
て
の
ウ
ナ
ギ
文
の
構
造
を
追
究
す
る
こ
と

に
よ
り
、
体
言
文
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
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二
　
用
言
文
と
体
言
文

　
山
田
文
法
は
、

　
　
・
判
断
の
構
造
に
於
け
る
繋
辞

　
　
・
構
文
の
位
格
と
し
て
の
述
格

　
　
・
陳
述
の
在
処
と
し
て
の
用
言

と
い
う
よ
う
に
、
判
断
の
構
造
と
文
の
構
造
を
連
関
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

述
体
の
中
核
を
な
す
用
言
に
至
る
。
右
の
こ
と
は
、
単
体
文
の
原
理
を
分
析
判

断
に
拠
る
も
の
と
し
、
事
態
分
析
の
判
断
と
構
文
関
係
を
、

　
　
・
［
実
体
…
属
性
U
…
繋
辞

　
　
・
［
主
格
…
賓
格
］
…
述
格

　
　
・
［
体
言
…
用
言
（
実
質
）
］
1
用
言
（
陳
述
）

と
導
く
。
こ
れ
に
先
の
例
を
重
ね
る
と
、

　
　
。
　
［
＋
化
…
咲
く
（
実
質
）
］
　
…
咲
く
　
（
陳
述
）

　
　
・
花
一
咲
く
。

　
　
・
主
語
－
述
語
。

を
得
る
。
こ
こ
で
の
在
り
方
は
、

　
　
・
主
語
と
は
、
判
断
の
対
象
的
次
元
の
実
体
が
、
位
格
関
係
の
主
格
と
な

　
　
　
り
、
こ
れ
が
構
文
上
に
実
現
し
た
も
の
。

　
　
・
述
語
と
は
、
判
断
の
作
用
的
次
元
の
繋
辞
が
、
位
格
関
係
の
述
格
と
な

　
　
　
り
、
こ
れ
が
構
文
上
に
実
現
し
た
も
の
。

と
い
う
把
握
を
一
見
支
持
す
る
か
に
思
わ
せ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
述
語
と
は
、
直
ち
に
述
格
の
用
言
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
に
疑
念
が
生
じ
る
。
右
の
よ
う
な
場
合
、
賓
格
と
述
格
が
同
一
の
実
質
用
言

で
担
わ
れ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
述
格
が
形
式
用
言
で
担
わ
れ
る
も
の
の
場
合
、

文
形
式
と
し
て
主
語
に
応
ず
る
述
語
と
は
何
か
が
分
明
と
な
る
。
主
格
と
相
関

す
る
賓
格
が
、
述
格
の
関
与
、
即
ち
陳
述
の
関
与
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
述

語
と
な
る
の
で
あ
る
。
単
に
判
断
の
作
用
的
な
次
元
を
表
す
語
を
取
り
上
げ
、

名
称
を
与
え
た
の
で
は
な
い
。
述
格
の
用
言
が
直
ち
に
述
語
で
は
な
い
。

　
右
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
主
語
に
も
波
及
す
る
。
主
格
の
語
が
直
ち
に
主

語
で
は
な
い
。
述
格
の
関
与
を
受
け
る
こ
と
で
主
語
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

述
格
の
関
与
を
受
け
た
主
格
－
賓
格
が
、
主
語
－
述
語
と
い
う
文
形
式
を
為
す

の
で
あ
る
。
主
語
と
述
語
が
文
の
部
分
と
し
て
相
関
す
る
、
こ
れ
が
事
態
の
判

断
を
表
す
述
置
文
の
形
式
で
あ
る
。
（
石
神
二
〇
〇
五
）
。

　
述
体
に
於
い
て
主
語
と
述
語
が
相
関
す
る
と
は
、
体
言
と
用
言
と
が
語
序
を

為
し
、
こ
れ
を
以
っ
て
文
法
に
適
つ
た
文
で
あ
る
、
と
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

再
び
先
の
例
文
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
文
か
ら
判
断
へ
と
辿
れ
ば
次
の
よ
う
で

あ
る
。

　
　
・
　
花
　
　
　
　
　
－
　
　
咲
く
。

　
　
・
主
語
　
　
　
　
　
－
　
　
述
語
。

　
　
・
花
×
（
陳
述
）
　
1
　
咲
く
×
（
陳
述
）

　
　
・
体
言
×
（
陳
述
）
1
　
用
言
×
（
陳
述
）

　
　
・
［
花
－
咲
く
（
実
質
）
］
　
1
咲
く
（
陳
述
）

　
　
・
［
体
言
…
用
言
（
実
質
）
］
一
用
言
（
陳
述
）

　
　
・
［
主
格
－
賓
格
］
1
述
格

　
　
・
［
実
体
一
属
性
］
一
繋
辞

　
例
文
は
、
「
花
」
．
が
体
言
で
主
語
、
「
咲
く
」
が
用
言
で
述
語
で
あ
る
こ
と
で
、

内
容
の
統
一
と
形
式
の
完
結
が
同
時
に
実
現
し
、
実
体
と
属
性
の
相
関
を
以
て

事
態
（
花
が
咲
く
コ
ト
）
を
象
っ
た
話
者
の
判
断
が
在
る
、
と
承
認
さ
れ
る
述

星
園
で
あ
る
。

　
憎
体
文
に
於
い
て
、
主
語
は
述
語
と
対
の
関
係
に
あ
り
、
文
の
形
式
と
し
て
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互
い
を
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
山
田
文
法
を
批
判
的
に
継
承
し
、
文
の
法
則

を
追
究
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
り
、
助
詞
ハ
・
ガ
、
述
語
を
担
う
品
詞
の
在
り

方
と
い
っ
た
文
の
現
象
的
な
異
な
り
へ
と
進
む
と
き
、
主
語
は
こ
れ
に
近
い
概

念
の
「
題
目
（
主
題
）
」
の
登
場
と
筆
下
っ
て
、
議
論
は
錯
綜
す
る
。

　
さ
て
、
用
言
を
述
語
と
す
る
こ
と
と
、
体
言
を
述
語
と
す
る
こ
と
と
は
、
今

日
構
文
論
的
に
は
、
文
の
述
語
と
い
う
点
で
同
等
の
も
の
と
さ
れ
る
。
果
た
し

て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
動
詞
文
と
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
文
を
併
せ
て
、
用
言
文
と
す
る
こ
と
は
、

文
形
式
と
し
て
も
意
味
規
定
の
上
か
ら
も
類
同
性
が
大
き
い
。
述
体
と
し
て
位

格
関
係
は
等
し
く
、
助
詞
の
ハ
と
か
が
文
の
意
味
規
定
に
預
か
る
こ
と
も
同
じ

で
あ
る
。
但
し
、
動
詞
文
で
は
格
助
詞
か
に
よ
り
事
実
を
描
写
す
る
現
象
文
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
係
助
詞
ハ
に
よ
り
題
目
提
示
の
文
に
転
換
す
る
。
ま

た
、
形
容
詞
文
で
は
係
助
詞
ハ
に
よ
り
論
理
を
解
説
す
る
判
断
文
が
一
般
的
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
格
助
詞
か
に
よ
り
現
象
文
の
意
味
を
担
う
こ
と
も
あ
る
。

各
々
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
花
が
咲
く
。
（
現
象
文
）

　
　
花
は
咲
く
。
（
判
断
文
）

　
　
花
は
美
し
い
。
（
判
断
文
）

　
　
花
が
美
し
い
。
（
現
象
文
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
体
言
文
に
於
い
て
は
、
助
詞
ハ
・
か
と
文
の
意
味
規
定
は

用
言
文
の
在
り
方
に
収
ま
ら
な
い
。
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。

　
体
言
文
の
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、

　
　
太
郎
は
大
学
生
だ
。

を
第
一
文
と
す
る
。
こ
れ
か
ら
ハ
を
ガ
へ
転
換
し
て
第
二
文
を
得
る
。
こ
の
と

き
、
第
二
文
に
は
類
同
の
意
味
の
も
の
が
直
ち
に
思
い
浮
か
ぶ
。
即
ち
、
第
一

文
の
主
述
転
倒
と
助
詞
ハ
と
い
う
姿
で
第
三
文
が
現
れ
る
。
そ
の
第
三
文
に
対

し
ハ
を
ガ
へ
転
換
し
て
第
四
文
と
す
る
と
、
こ
れ
は
第
一
文
の
主
述
の
位
地
を

転
倒
し
た
姿
で
あ
る
。
第
一
文
と
第
四
文
は
、
太
郎
が
何
者
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
に
対
し
、
大
学
生
で
あ
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
こ
の
点
で
の
意
味
は
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
第
二
文
と
第
三
文
は
、
大
学
生
で
あ
る
こ
と
に
該
当
す
る
も
の

は
太
郎
で
あ
る
と
指
定
す
る
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
「
解
説
」
「
指
定
」
と
す

れ
ば
、

　
　
太
郎
は
大
学
生
だ
。
（
解
説
）

　
　
太
郎
が
大
学
生
だ
。
（
指
定
）

　
　
大
学
生
は
太
郎
だ
。
（
指
定
）

　
　
大
学
生
が
太
郎
だ
つ
（
解
説
）

と
い
う
四
つ
の
文
を
得
る
。

　
体
言
文
と
は
何
か
。

　
体
言
文
は
、
右
の
よ
う
に
ぐ
と
か
が
交
替
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
用
言
文

が
ハ
と
か
の
交
替
を
以
て
示
し
た
意
味
規
定
、

　
　
・
助
詞
ハ
の
用
言
文
一
論
理
を
解
説
す
る
判
断
文

　
　
・
助
詞
ガ
の
用
言
文
臼
事
実
を
描
写
す
る
現
象
文

と
い
う
特
徴
の
区
別
を
、
体
言
文
は
そ
の
よ
う
に
は
示
さ
な
い
。

　
体
言
文
に
於
い
て
は
、
ガ
の
文
と
は
言
え
、
第
二
文
も
第
四
文
も
単
な
る
事

実
の
描
写
で
は
な
い
。
ハ
の
文
も
同
様
に
描
写
で
は
な
い
。
・
四
つ
の
文
は
、
何

れ
か
と
言
え
ば
形
容
詞
文
的
な
判
断
文
に
近
い
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ハ

の
第
一
文
の
解
説
は
、
ハ
形
容
詞
文
の
判
断
文
に
形
式
的
に
も
意
味
的
に
も
最

も
近
い
。
ガ
の
解
説
の
第
四
文
は
特
異
で
あ
る
。
こ
の
文
に
は
、
「
大
学
生
で

あ
る
の
が
、
ソ
ノ
ヨ
ウ
ニ
、
太
郎
（
ガ
自
ラ
ニ
於
イ
テ
）
だ
。
」
の
如
く
、
太

郎
が
何
で
あ
る
か
の
解
説
と
し
て
、
そ
の
大
学
生
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た

め
の
指
示
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
学
生
」
、
の
意
味
の
把
握

と
し
て
、
第
一
文
で
は
一
般
を
指
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
は
「
ソ
ウ
／
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ソ
ノ
ヨ
ウ
ニ
（
デ
ア
ル
）
大
学
生
」
と
で
も
言
い
表
す
よ
う
な
限
定
性
を
纏
っ

エ　
　
て
い
る
。
第
二
文
と
第
三
文
と
が
担
う
指
定
と
い
う
意
味
規
定
は
、
用
言
文
に

　
　
は
無
い
も
の
で
あ
り
、
体
言
文
に
独
自
な
も
の
で
あ
る
（
注
2
）
。

　
　
　
体
言
文
の
内
部
構
造
は
如
何
な
る
も
の
か
。

　
　
　
体
言
文
は
、
現
象
す
る
姿
を
以
て
、
自
ら
の
内
部
構
造
を
用
言
文
が
持
つ
位

　
　
格
関
係
に
準
え
る
こ
と
で
、
着
生
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
田
文
法
で
は
、

　
　
こ
の
と
き
、
述
格
は
体
言
に
付
属
す
る
形
式
用
言
が
担
う
と
す
る
こ
と
で
、
整

　
　
合
性
が
図
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
の
体
言
は
主
格
－
賓
格
の
位
格
関
係
を
執
る
。

　
　
述
格
の
関
与
を
受
け
た
賓
格
体
言
が
述
語
と
い
う
文
形
式
を
為
す
と
す
る
の
で

　
　
あ
る
。

三
　
体
言
文
の
意
味

　
三
体
文
の
中
で
意
味
規
定
に
関
し
て
は
、
前
節
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
殊
に
体
言
述
語
文
に
は
論
ず
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
こ
と

で
あ
る
。

　
体
言
文
に
於
け
る
位
格
関
係
及
び
文
の
形
式
（
主
語
1
述
語
）
は
、
賓
格
に

体
言
、
述
格
に
形
式
用
言
と
い
う
配
置
を
以
て
す
れ
ば
、
用
言
文
と
の
間
に
齪

館
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
用
言
文
の
賓
格
は
、
分
析
判
断
と
し
て
内
実
は

属
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
体
言
文
の
賓
格
を
担
う
体
言
と
は
、

実
体
と
し
て
で
は
な
く
、
属
性
的
に
機
能
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
イ
ナ
ゴ
は
害
虫
だ
。
（
体
言
文
）

　
　
イ
ナ
ゴ
は
有
害
だ
。
（
用
言
文
）

　
体
言
文
、
殊
に
ハ
体
言
文
（
解
説
）
は
、
ハ
形
容
詞
文
が
担
う
判
断
文
に
意

味
的
に
近
似
し
て
い
る
（
三
上
一
九
五
三
）
。
述
語
と
し
て
賓
格
体
言
が
表
す

内
容
は
、
結
果
と
し
て
形
容
詞
が
述
語
で
表
す
属
性
に
相
当
す
る
。
何
と
な
れ

ば
、
体
言
（
「
害
虫
」
）
と
は
、
言
わ
ば
属
性
の
束
ね
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
指
標

で
あ
る
。
「
品
定
め
文
」
（
佐
久
間
】
九
四
｝
）
或
い
は
「
形
容
詞
文
」
（
川
端

一
九
五
八
）
と
称
さ
れ
る
所
在
を
、
体
言
述
語
文
に
も
与
え
る
所
以
で
あ
る
。

　
右
の
、
体
言
文
に
関
す
る
意
味
規
定
は
、
体
言
と
い
う
語
に
対
し
概
念
の
内

包
表
示
の
役
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
述
体
の
論
理
を
実
現
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
一
つ
の
体
言
を
主
語
に
、
も
う
一
つ
の
体
言
を
述
語
に
と
い

う
現
象
的
な
在
り
方
か
ら
、
山
口
光
は
「
二
体
言
文
」
と
称
す
る
。

　
　
・
主
語
と
述
語
の
体
言
が
外
延
・
内
包
の
何
れ
を
担
う
か
と
い
う
区
分

　
　
・
問
答
関
係
の
既
知
項
と
未
知
項
を
担
う
ハ
・
か
に
よ
る
文
の
区
別

と
い
う
点
か
ら
、
四
つ
の
体
言
文
に
対
し
特
徴
を
分
析
す
る
（
山
口
一
九
七

五
）
。
ハ
は
正
規
文
が
持
つ
既
知
か
ら
未
知
へ
の
展
開
を
担
い
、
ガ
は
未
知
項

を
文
頭
に
転
位
し
意
味
規
定
の
強
調
を
担
う
（
注
3
）
。

　
い
ま
正
規
文
の
意
味
規
定
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
先
に
掲
げ
た
第
二
文
と
第

三
文
を
入
れ
替
え
・
て
整
理
す
る
と
、

　
1
太
郎
は
大
学
生
だ
。
外
延
＋
内
包
”
正
規
解
説
文
日
内
包
の
規
定

　
2
大
学
生
は
太
郎
だ
。
内
包
＋
外
延
一
正
規
指
定
文
”
外
延
の
指
定

　
3
太
郎
が
大
学
生
だ
。
外
延
＋
内
包
”
転
位
指
定
文
日
外
延
の
強
調
指
定

　
4
大
学
生
が
太
郎
だ
。
内
包
＋
外
延
日
転
位
解
説
文
口
内
包
の
強
調
規
定

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
体
言
文
を
構
成
す
る
一
一
つ
の
体
言
は
、

　
　
［
〈
太
郎
一
外
延
〉
〈
大
学
生
u
内
包
〉
］

と
い
う
よ
う
に
表
示
す
る
概
念
の
役
割
を
分
担
し
て
い
る
。
意
味
の
近
似
か
ら
、

形
容
詞
文
の
枠
に
体
言
文
を
入
れ
、
両
者
を
等
し
並
み
に
形
容
詞
文
と
し
て
扱

う
の
で
あ
る
が
、
．
こ
れ
は
、
文
1
に
於
い
て
「
大
学
生
」
に
内
包
表
示
の
意
味

を
負
わ
せ
「
大
学
生
・
的
／
性
・
デ
ア
ル
」
と
い
う
述
語
設
定
を
し
た
こ
と
に

拠
る
も
の
で
あ
る
。
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右
の
体
言
文
で
は
、
役
割
分
担
を
し
た
「
太
郎
」
と
「
大
学
生
」
は
概
念
の

上
で
は
く
個
〉
と
く
種
〉
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

　
5
ク
ジ
ラ
は
哺
乳
動
物
だ
。
外
延
＋
内
包
u
正
規
解
説
文
“
内
包
の
規
定

　
6
哺
乳
動
物
は
ク
ジ
ラ
だ
。
内
包
十
外
延
”
正
規
指
定
魚
層
外
延
の
指
定

　
7
ク
ジ
ラ
が
哺
乳
動
物
だ
。
外
延
＋
内
包
n
転
位
指
定
懸
子
外
延
の
強
調

　
　
指
定

　
8
哺
乳
動
物
が
ク
ジ
ラ
だ
。
内
包
＋
外
延
”
転
位
解
説
文
”
内
包
の
強
調

　
　
規
定

　
　
［
〈
ク
ジ
ラ
”
外
延
〉
〈
哺
乳
動
物
”
内
包
〉
］

と
い
う
場
合
の
「
ク
ジ
ラ
」
と
「
哺
乳
動
物
」
は
く
種
〉
と
く
類
〉
の
関
係
で

あ
る
（
注
4
）
。

　
文
の
意
味
の
根
拠
を
為
す
も
の
は
、
体
言
文
に
於
い
て
は
外
延
・
内
包
と
い

う
観
点
で
体
言
の
概
念
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
帰
す
る
所
は
体
言
相

互
が
概
念
の
階
層
関
係
の
中
で
占
め
る
地
位
如
何
で
あ
る
。
二
つ
の
体
言
に
は
、

包
摂
・
被
包
摂
の
概
念
関
係
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
下
位
の
概
念
は
外
延
表

示
、
よ
り
上
位
の
概
念
は
内
包
表
示
、
と
い
う
役
割
関
係
に
転
換
す
る
こ
と
で
、

実
体
と
属
性
で
事
態
を
象
る
用
言
文
の
主
語
一
述
語
関
係
に
相
当
す
る
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
て
き
た
よ
う
な
、
一
般
の
体
言
文
は
、
我
々
が
持
っ

て
い
る
知
識
の
体
系
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
体
言
文
は
、
二
つ
の
意
味
規
定
に
応
じ
た
二
つ
の
形
式
、
及
び
そ
の
強
調
の

転
位
の
形
式
が
並
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
形
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
0

　
　
［
体
言
A
］

　
　
［
体
言
B
］

　
　
［
体
言
A
］

　
　
［
体
言
B
］

で
あ
る
。
こ
こ

に」一一一一一一

はガガハハ、

　ロロロ　体配落体体
ロ　 じコ　ロ　 ロ　 ロAABAB　L＿」　L一＿J　一　 L－」

タ
　
（
解
説
文
）

ダ
。
（
指
定
文
）

ダ
。
（
転
位
指
定
文
）

ダ
。
（
転
位
解
説
文
）

，
下
位
概
念
、
体
言
B
”
上
位
概
念
と
い
う
概

念
問
の
関
係
性
が
前
提
と
し
て
在
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
堤
体
文
の
典
型
と
し
て
の
ガ
用
言
文
、
即
ち
現
象
文
と
は
、
一

つ
の
事
態
を
取
り
上
げ
そ
の
存
在
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
文
形
式
が

主
語
－
述
語
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
主
語
と
述
語
を
担
う
体
言
と
用
言
は
一
つ

の
事
態
で
の
実
体
と
属
性
で
あ
る
。
同
一
事
態
の
二
つ
の
相
と
し
て
、
実
体
と

属
性
は
同
じ
次
元
の
も
の
で
あ
る
。
事
態
を
象
る
も
の
と
し
て
同
等
で
あ
り
水

平
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
文
の
形
式
は
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
を
担
う
主

語
の
体
言
と
述
語
の
用
言
は
同
次
元
的
存
在
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
体
言
文
で
文
の
形
式
を
担
う
二
つ
の
体
言
は
、
概
念
の
階
層

関
係
の
中
に
あ
る
。
垂
直
の
関
係
で
体
言
間
の
意
味
的
関
係
を
抽
出
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
次
元
が
異
な
る
こ
と
を
以
て
文
で
あ
る
こ
と
の
関
係
を
設
定

し
て
い
る
。
体
言
文
の
主
語
、
体
言
文
の
述
語
、
両
者
は
異
な
る
次
元
に
在
る

こ
と
に
於
い
て
、
文
で
あ
る
根
拠
を
為
す
。

　
体
言
文
と
は
何
か
。

　
体
言
文
の
意
味
規
定
と
形
式
を
右
の
よ
う
に
捉
え
る
と
し
て
、
し
か
し
な
が

ら
、
用
言
述
語
文
と
体
言
述
語
文
と
は
果
し
て
同
じ
述
体
構
造
の
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
用
言
文
こ
そ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
山
田
文
法
が
説
く
述
体
で
あ

る
。
だ
が
、
体
言
文
は
、
右
に
見
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
正
し
く
述
体
の
論
理
を

展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
象
す
る
体
言
の
二
項
関
係
を
主
語
一
述
語
関

係
に
適
用
し
、
こ
こ
か
ら
位
格
関
係
の
内
的
処
理
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
用

言
文
の
形
式
に
準
え
た
。
謂
わ
ば
用
言
望
め
か
し
て
の
扱
い
が
行
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
在
り
方
は
便
宜
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
の
疑
念

は
こ
こ
に
積
も
る
。

　
用
言
文
に
於
い
て
は
、
実
質
用
言
は
、
賓
格
と
述
格
を
重
ね
て
担
う
こ
と
、

即
ち
結
果
と
し
て
自
ら
が
一
語
で
〈
属
性
÷
陳
述
〉
を
表
す
と
見
な
さ
れ
る
こ

と
で
述
語
で
あ
っ
た
。
一
方
、
体
言
文
で
は
賓
格
と
述
格
は
別
々
の
語
が
分
担
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し
て
い
る
。
二
つ
は
重
な
る
こ
と
で
述
語
で
あ
る
。
と
す
れ
ぽ
、
述
語
に
相
対

す
る
も
の
は
主
語
で
あ
り
、
述
語
と
同
じ
く
述
格
の
関
与
を
受
け
た
も
の
と
す

れ
ば
、
賓
格
に
相
対
し
て
い
た
の
は
主
格
で
あ
り
、
こ
こ
に
等
等
の
位
格
関
係

を
見
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
体
言
文
は
、
用
言
文
と
同
じ
く
主
語
1
述
語
と
い

う
文
の
形
式
に
於
い
て
も
、
位
格
関
係
を
捉
え
た
構
文
関
係
に
於
い
て
も
、
等

し
く
述
体
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
な
る
（
注
5
）
。

　
体
言
文
に
於
い
て
、
述
語
の
地
位
に
在
る
も
の
は
、
何
れ
の
意
味
規
定
の
も

の
も
体
言
で
あ
る
。
仮
に
体
言
に
概
念
の
内
包
性
を
担
わ
せ
て
形
容
詞
文
の
扱

い
を
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
有
効
な
の
は
直
接
に
は
正
規
解
説
文
の
述
語
に

留
ま
る
。
転
位
指
定
文
で
、
現
象
上
の
述
語
の
位
置
に
あ
る
体
言
は
、
内
包
性

を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
の
内
包
性
は
、
正
規
指
定
文
で
は
主
語
の
位
地
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
正
規
解
説
文
で
は
述
語
の
位
地
に
あ
っ
た

内
包
性
で
あ
る
。
ま
た
、
転
位
解
説
文
の
現
象
上
の
述
語
の
体
言
は
、
正
規
解

説
文
の
主
語
で
あ
り
外
延
で
あ
る
。
正
規
文
を
一
般
的
な
も
の
、
転
位
文
を
故

意
的
な
も
の
と
し
て
排
除
す
る
に
し
て
も
、
正
規
文
の
指
定
文
が
あ
る
。
正
規

指
定
文
の
述
語
体
言
は
元
々
外
延
で
あ
る
。
正
規
指
定
文
に
対
し
、
そ
の
意
味

規
定
か
ら
形
容
詞
文
に
相
当
す
る
と
見
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
正
規
指
定
文

で
は
、
属
性
で
も
な
く
概
念
の
内
包
性
と
し
て
で
も
な
く
、
概
念
の
外
延
性
と

し
て
、
即
ち
実
体
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、
述
語
の
地
位
に
体
言
を
置
く
の
で
あ

る
。
こ
の
点
は
先
に
取
り
上
げ
た
用
言
文
と
決
定
的
な
違
い
で
あ
る
。

　
体
言
文
は
、
体
言
文
と
し
て
の
独
自
の
内
部
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
（
石
神
二
〇
〇
五
）
。

四
　
ウ
ナ
ギ
文
の
構
造

と
こ
ろ
で
、
体
言
文
と
言
え
ば
、
一
般
に
我
々
が
意
識
す
る
も
の
は
概
念
の

階
層
関
係
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
象
的
に
は
二
体

言
が
相
関
す
る
文
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
特
殊
な
体
言
文
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
「
ウ
ナ
ギ
文
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
、

　
　
ボ
ク
は
ウ
ナ
ギ
だ
。

　
　
太
郎
は
納
豆
だ
。

で
あ
る
。
述
語
は
体
言
で
あ
る
が
、
一
般
の
体
言
文
が
示
す
解
説
の
意
味
規
定

に
馴
染
ま
な
い
文
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
種
も
の
の
内
部
構
造
を
分
析
す
る
こ

と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
見
通
し
を
得
た
。

　
　
・
ウ
ナ
ギ
文
の
分
析
で
用
言
文
に
準
え
る
扱
い
は
妥
当
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
・
ウ
ナ
ギ
文
は
前
提
と
し
て
体
言
が
各
々
に
於
い
て
文
と
し
て
あ
る
。

　
　
・
ウ
ナ
ギ
文
の
前
提
と
な
る
文
に
は
連
文
関
係
が
潜
在
す
る
。

　
　
・
連
文
関
係
の
核
と
な
る
概
念
が
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
ウ
ナ
ギ
文
は
、
現
象
的
に
は
、
ハ
用
言
文
に
相
当
す
る
一
文
的
な

在
り
方
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
中
核
概
念
を
以
て
二
つ
の
体
言
概

念
を
取
り
結
ぶ
認
識
の
枠
組
関
係
が
構
成
さ
れ
、
こ
れ
が
潜
在
的
に
在
る
こ
と

で
、
文
と
し
て
の
意
味
関
係
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
ウ
ナ
ギ
文
の

内
部
構
造
の
分
析
は
、
一
般
の
体
言
文
に
於
い
て
も
妥
当
す
る
（
石
神
二
〇
〇

七
a
、
二
〇
〇
七
b
）
。

　
さ
て
、
例
と
し
て
掲
げ
た
ウ
ナ
ギ
文
の
体
言
が
表
示
す
る
概
念
に
対
し
、

　
　
［
〈
ボ
ク
”
外
延
〉
〈
ウ
ナ
ギ
n
内
包
〉
］

　
　
［
〈
太
郎
u
外
延
〉
〈
納
豆
u
内
包
〉
］

と
、
役
割
分
担
の
関
係
を
捉
え
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
以
て
、

ウ
ナ
ギ
文
を
有
意
味
な
文
で
あ
る
、
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
ウ
ナ
ギ
で
あ
る
ボ
ク
」
と
か
「
納
豆
で
あ
る
太
郎
」
と
い
っ
た
も
の
を
、
日

常
的
な
知
識
の
体
系
に
収
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
収
ま
っ
て
い
る
「
日
常
」

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
ウ
ナ
ギ
文
は
日
常
の
ウ
ナ
ギ
文
で
は
な
く
「
日
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常
の
解
説
文
し
で
あ
る
。

　
二
体
言
文
の
姿
を
見
せ
な
が
ら
も
、
ウ
ナ
ギ
文
が
解
説
文
と
異
な
る
所
以
は
、

直
接
に
は
体
言
が
表
す
概
念
の
役
割
関
係
の
違
い
で
あ
る
。

　
　
太
郎
は
大
学
生
だ
。
（
解
説
文
）

　
　
1
1
［
〈
太
郎
u
外
延
〉
〈
大
学
生
“
内
包
〉
］

　
　
太
郎
は
納
豆
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

　
　
濯
［
〈
太
郎
日
外
延
〉
〈
納
豆
u
外
延
〉
］

　
ウ
ナ
ギ
文
で
は
、
述
語
体
言
が
内
包
性
を
発
揮
し
な
い
。
「
納
豆
」
は
「
太

郎
」
と
同
じ
く
外
延
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
両
者
に
概
念
間
の
階
層
関
係
は
生

じ
な
い
。

　
右
は
次
の
こ
と
を
導
く
。
解
説
文
の
体
言
（
「
太
郎
」
「
大
学
生
」
）
に
於
い

て
は
、
二
項
の
関
係
は
自
律
的
で
あ
り
一
意
的
で
あ
る
。
解
説
文
の
意
味
は
、

表
現
さ
れ
た
体
言
自
体
の
二
項
関
係
を
以
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ウ
ナ
ギ
文
の
体
言
（
「
太
郎
」
「
納
豆
」
）
に
於
い
て
は
、
二
項
は
文
脈
依
存
的

な
関
係
に
あ
る
。
文
脈
を
離
れ
て
は
ウ
ナ
ギ
文
は
意
味
を
為
さ
な
い
。
二
つ
の

体
言
を
結
ぶ
関
係
の
枠
組
が
文
脈
に
潜
在
的
に
在
る
。
こ
の
こ
と
を
根
拠
に
し

て
、
ウ
ナ
ギ
文
は
有
意
味
で
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
で
は
、
表
現
さ
れ
た
体
言
の
地

位
は
、
枠
組
関
係
に
於
い
て
保
た
れ
て
い
る
。
枠
組
関
係
を
司
り
こ
れ
を
象
徴

す
る
中
核
概
念
が
文
脈
か
ら
抽
出
さ
れ
て
文
脈
に
潜
在
す
る
。

　
ウ
ナ
ギ
文
と
は
、
文
脈
か
ら
抽
出
し
た
枠
組
関
係
を
根
拠
に
し
て
文
の
有
意

味
性
を
保
証
す
る
文
で
あ
る
。

　
い
ま
、

　
　
太
郎
は
納
豆
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

を
構
成
す
る
枠
組
関
係
の
中
核
概
念
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
設
定
さ
れ
る
。

〈
太
郎
〉
一
〈
納
豆
＞
u
〈
苦
手
な
食
物
〉

〈
太
郎
＞
1
〈
納
豆
〉
一
〈
好
ん
で
よ
く
食
べ
る
食
物
1
一
好
物
〉

〈
太
郎
＞
1
〈
納
豆
＞
u
〈
幼
い
頃
を
思
い
出
す
食
物
〉

〈
太
郎
＞
1
〈
納
豆
〉
”
〈
好
み
の
寿
司
ネ
タ
〉

実
際
に
、
中
核
概
念
が
何
で
あ
り
枠
組
関
係
が
如
何
な
る
在
り
方
か
は
、
当
該

の
文
が
関
わ
る
現
実
の
文
脈
に
於
い
て
決
定
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
仮
に
文
脈
か
ら
中
核
概
念
と
し
て
〈
苦
手
な
食
物
〉
が
導
か
れ
て

在
る
と
す
る
と
き
、
右
の
ウ
ナ
ギ
文
の
内
部
構
造
は
、

　
　
太
郎
は
、
苦
手
な
食
物
に
関
し
て
は
、
納
豆
だ
。
（
枠
組
関
係
の
文
）

　
　
1
1
［
〈
太
郎
u
外
延
〉
〈
苦
手
な
食
物
日
枠
組
関
係
〉
〈
納
豆
u
外
延
〉
］

と
い
う
枠
組
関
係
の
文
が
担
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
右
、
の
こ
と
は
次
の
こ
と
を
導
く
。

　
即
ち
、
現
象
す
る
語
の
行
列
が
同
じ
で
外
形
上
は
同
一
の
表
現
と
見
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ウ
ナ
ギ
文
に
於
い
て
は
、
枠
組
関
係
そ
れ
自
体
が
非
表

現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
上
は
別
の
文
と
い
う
こ
と
が
有
り
得
る
。

　
ま
た
、
文
脈
状
況
に
起
因
し
て
中
核
概
念
が
抽
出
さ
れ
、
そ
れ
が
枠
組
関
係

と
し
て
旦
ハ
体
的
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
次
の
よ
う
こ
こ
と
が
生
じ
る
。

例
え
ば
、

　
　
次
郎
は
イ
カ
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

　
　
三
郎
は
タ
コ
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

　
　
四
郎
は
里
芋
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

　
　
五
郎
は
萄
蕩
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

と
し
て
実
現
し
た
文
に
於
い
て
、
各
々
の
中
核
概
念
自
体
が
別
々
の
枠
組
関
係

で
担
わ
れ
た
場
合
も
あ
れ
ば
、
同
じ
中
核
概
念
で
構
成
さ
れ
た
枠
組
関
係
で
あ

っ
て
参
与
す
る
体
言
だ
け
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
枠
組
関
係
の
在
り
方
が
ウ

ナ
ギ
文
の
意
味
を
決
定
す
る
。

　
さ
て
、
ウ
ナ
ギ
文
に
つ
い
て
、
枠
組
関
係
の
文
と
の
関
連
か
ら
、
更
に
そ
の
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@
内
実
へ
と
進
む
な
ら
ぽ
、

1　
　
　
　
太
郎
は
納
豆
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

　
　
　
　
太
郎
は
、
苦
手
な
食
物
に
関
し
て
は
、
納
豆
だ
。
（
枠
組
関
係
の
文
）

　
　
　
　
太
郎
が
苦
手
な
食
物
を
持
っ
て
い
る
。
／
太
郎
に
苦
手
な
食
物
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
現
象
文
／
存
在
文
）

　
　
　
　
（
ソ
ノ
）
苦
手
な
食
物
は
納
豆
だ
。
（
指
定
文
）

　
　
と
い
う
よ
う
に
、
後
二
つ
の
二
系
統
の
文
が
連
文
的
に
在
る
こ
と
を
見
る
の
で

　
　
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
の
体
言
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
枠
組
関
係
（
実
際
的
に
は
中
核
の

　
　
概
念
）
と
結
合
し
て
文
を
為
す
。
と
同
時
に
連
文
関
係
的
な
相
関
関
係
に
あ
る
。

　
　
現
象
上
二
項
の
相
関
と
い
う
こ
と
で
、
単
独
の
用
言
搾
め
か
し
た
姿
で
は
あ
る

　
　
が
、
文
脈
か
ら
抽
出
し
た
枠
組
関
係
を
介
し
て
の
連
文
的
相
関
、
こ
れ
が
ウ
ナ

　
　
ギ
文
の
内
部
構
造
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
ウ
ナ
ギ
文
は
、
文
脈
の
中
で
具
体
化
さ
れ
た
枠
組
関
係
の
認
識
が
前
提
さ
れ
、

　
　
有
意
味
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
為
す
。
認
識
を
文
と
し
て
表
現
す
る
に
際
し
て
、

　
　
具
体
的
な
在
り
方
に
参
与
す
る
二
項
の
体
言
概
念
の
み
を
抽
出
し
、
枠
組
関
係

　
　
の
中
核
概
念
は
潜
在
化
さ
せ
非
表
現
と
し
た
も
の
。
こ
れ
が
、
我
々
が
特
定
の

　
　
場
面
で
臨
む
現
実
の
ウ
ナ
ギ
文
で
あ
る
。
枠
組
関
係
の
媒
介
を
根
拠
と
し
た
体

　
　
言
二
項
の
臨
時
的
結
合
で
あ
る
。

　
　
　
右
の
こ
と
は
、
ウ
ナ
ギ
文
を
成
す
要
素
の
体
言
に
つ
い
て
新
た
な
観
点
を
導

　
　
く
も
の
で
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
の
二
項
の
体
言
は
、
単
な
る
体
言
で
は
な
く
、
枠

　
　
組
関
係
に
支
え
ら
れ
、
こ
れ
を
自
ら
の
存
立
の
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
約

　
　
め
て
示
せ
ば
、
二
系
統
の
文
か
ら
転
換
し
た
、

　
　
　
　
苦
手
な
食
物
を
持
っ
て
い
る
［
太
郎
］
／
苦
手
な
食
物
が
あ
る
［
太
郎
］

　
　
　
　
苦
手
な
食
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
［
納
豆
］

　
　
と
い
う
連
体
、
即
ち
意
味
規
定
を
負
わ
さ
れ
た
体
言
で
あ
る
。

　
　
　
　
太
郎
が
納
豆
を
食
べ
た
。
（
現
象
文
）

と
い
う
現
象
文
に
於
け
る
「
太
郎
」
「
納
豆
」
と
い
う
体
言
が
担
う
の
は
、
［
動

作
主
］
［
対
象
］
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
謂
わ
ぽ
事
態
を
構
成
す

る
諸
相
の
一
つ
で
あ
り
、
属
性
に
対
応
し
て
実
体
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

意
味
の
異
な
り
は
事
態
を
構
成
す
る
論
理
関
係
を
反
映
す
る
。
現
象
文
の
体
言

は
、
ウ
ナ
ギ
文
の
体
言
が
背
負
わ
さ
れ
た
枠
組
関
係
と
の
連
関
と
い
う
よ
う
な

も
の
を
、
現
象
文
に
参
加
す
る
に
際
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
な
い
。
仮
に
、
当

該
の
体
言
が
表
す
も
の
が
、
物
語
の
中
で
様
々
に
意
味
付
与
が
行
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
体
言
が
参
加
す
る
文
が
現
象
文
と
し
て
あ
る
と
き

は
、
現
象
文
に
於
い
て
は
枠
組
関
係
な
る
も
の
は
慮
外
の
も
の
で
あ
る
。
現
象

文
と
い
う
性
質
の
文
に
参
加
す
る
体
言
は
、
何
ら
の
枠
組
関
係
を
も
負
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
実
体
を
し
て
事
態
の
部
分
を
成
す
と
い
う
こ
と
を
表
す
の
で
あ

る
。　
ウ
ナ
ギ
文
は
見
か
け
上
は
二
つ
の
体
言
が
並
ん
で
在
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
［
体
言
A
］
ハ
［
体
言
B
ロ
ダ
。

を
、
そ
の
形
式
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
体
言
は
ウ
ナ
ギ
文
と
し
て
の

枠
組
関
係
を
負
わ
さ
れ
た
体
言
で
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
は
文
脈
に
依
存
す
る
文
で

あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
の
形
式
と
は
、
こ
の
点
を
含
意
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
二
体

言
の
相
関
で
あ
る
。

　
ウ
ナ
ギ
文
の
形
式
、
即
ち
文
脈
依
存
の
二
体
言
の
相
関
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
［
体
言
A
］
十
ハ

　
　
［
体
言
B
］
＋
ダ

と
い
う
、
謂
わ
ぽ
文
節
単
位
と
し
て
あ
る
も
の
を
、
切
断
す
る
こ
と
、
接
続
す

る
こ
と
、
と
い
う
意
味
を
包
含
す
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
を
以
て
文
を
実
現
す

る
に
至
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
ウ
ナ
ギ
文
に
於
い
て
二
項
の
体
言
に
は
「
切
れ

と
続
き
」
が
あ
る
。

　
現
象
文
の
中
に
在
る
体
言
は
、
一
つ
の
事
態
と
い
う
こ
と
に
覆
わ
れ
れ
ば
、
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直
ち
に
そ
の
中
に
解
消
す
る
。
現
象
文
の
体
言
は
、
述
語
用
言
の
下
に
於
い
て
、

分
立
と
統
合
を
為
す
こ
と
が
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
が
格
関
係
で
あ
る
。
だ
が
、

ウ
ナ
ギ
文
に
於
け
る
体
言
は
、
格
関
係
に
収
ま
る
も
の
で
も
、
或
い
は
単
に
格

関
係
が
転
じ
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
、
及
び

既
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
石
神
二
〇
〇
五
）
。

　
体
言
文
に
限
ら
ず
、
文
に
於
け
る
断
続
の
問
題
は
、
日
本
語
に
於
い
て
は
焦

点
が
係
助
詞
ハ
で
あ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
森
重
敏
の
一

連
の
研
究
が
「
係
結
的
断
続
関
係
」
及
び
「
論
理
的
格
関
係
」
と
い
う
観
点
か

ら
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
森
重
一
九
五
九
、
一
九
六
五
、
一
九
七

一
）
。

　
な
お
、
こ
こ
に
至
れ
ば
、
先
に
一
般
体
言
文
を
分
析
す
る
中
で
明
ら
か
に
な

っ
た
助
詞
ガ
の
在
り
方
の
こ
と
、
即
ち
係
助
詞
ハ
と
同
価
値
的
に
構
文
の
意
味

規
定
を
担
う
こ
と
は
、
助
詞
と
し
て
の
所
属
の
問
題
も
含
め
、
更
に
追
求
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。
体
言
文
の
助
詞
ガ
は
、
単
な
る
格
助
詞
と
し
て
在
る
も
の
で

は
な
い
。

五
　
体
言
文
の
形
式

　
さ
て
、
こ
こ
で
ウ
ナ
ギ
文
の
解
析
を
踏
襲
す
れ
ぽ
、
典
型
と
し
て
の
体
言
文
、

即
ち
解
説
の
二
体
言
文
、

　
　
太
郎
は
大
学
生
だ
。
（
解
説
文
）

　
　
1
1
［
〈
太
郎
日
外
延
〉
〈
大
学
生
”
内
包
〉
］

は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
述
語
体
言
の
内
包
性
に
つ
い
て
は
後
に

述
べ
る
。
ま
ず
、
解
説
文
に
於
い
て
も
、

　
　
太
郎
は
、
身
分
に
関
し
て
は
、
大
学
生
だ
。
（
枠
組
関
係
の
文
）

　
　
1
1
［
〈
太
郎
u
外
延
〉
〈
身
分
日
枠
組
関
係
〉
〈
大
学
生
日
外
延
〉
］

　
　
〈
太
郎
＞
1
〈
大
学
生
〉
日
〈
身
分
〉

と
い
う
よ
う
に
、
枠
組
関
係
の
象
徴
と
し
て
中
核
概
念
（
〈
身
分
〉
）
が
抽
出
さ

れ
る
。
そ
し
て
、

　
　
太
郎
が
身
分
を
持
っ
て
い
る
。
／
太
郎
に
身
分
が
あ
る
。
（
現
象
文
／
存

　
　
在
文
）

　
　
（
ソ
ノ
）
身
分
は
大
学
生
だ
。
（
指
定
文
）

と
、
二
系
統
の
文
が
連
文
関
係
的
に
相
関
す
る
こ
と
を
以
て
、
枠
組
関
係
の
内

実
と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

．
以
上
か
ら
、
次
の
こ
と
を
結
論
と
し
て
得
る
。

　
解
説
文
と
ウ
ナ
ギ
文
と
は
、
内
包
規
定
と
特
殊
な
意
味
規
定
と
い
う
よ
う
に
、

表
面
的
な
意
味
関
係
の
異
な
り
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
文
の
基
盤
と
な
る
枠
組
関

係
に
於
い
て
解
析
す
る
と
き
、
両
者
の
内
部
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
解
説
文
の

こ
項
の
体
言
も
枠
組
関
係
に
支
え
ら
れ
、
枠
組
関
係
が
体
言
自
ら
の
存
立
の
基

盤
で
あ
る
。
二
つ
の
体
言
は
、
二
系
統
の
文
か
ら
、

　
　
身
分
を
持
っ
て
い
る
［
太
郎
］
／
身
分
が
あ
る
［
太
郎
］

　
　
身
分
と
し
て
指
定
さ
れ
た
［
大
学
生
］

と
い
う
連
体
関
係
で
意
味
規
定
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
解
説
文
の
枠

組
関
係
と
は
、
当
該
の
文
脈
に
依
存
し
て
臨
時
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
点
が
ウ
ナ
ギ
文
の
場
合
と
異
な
る
。
解
説
文
の
枠
組
関
係
は
、
予
め
在
る

も
の
、
即
ち
我
々
が
何
か
の
存
在
を
思
い
浮
か
べ
る
と
き
、
日
常
に
於
い
て
知

識
の
体
系
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
も
の
で
あ
る
。
〈
身
分
〉
と
い
う
枠
組
関
係

で
、
「
太
郎
」
が
関
与
す
る
具
体
的
な
枠
組
関
係
の
展
開
で
析
出
さ
れ
る
「
大

学
生
」
は
我
々
の
知
識
の
体
系
で
、
〈
身
分
〉
と
い
う
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
位

地
に
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
の
よ
う
に
、
臨
時
に
枠
組
関
係
の
中
核
概
念
を
纏
わ
さ

れ
る
ま
で
も
な
く
、
謂
わ
ぽ
自
前
で
「
大
学
生
」
は
く
身
分
〉
の
概
念
を
纏
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
日
常
に
於
け
る
知
識
の
体
系
を
以
て
枠
組
関
係
と
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し
た
時
点
に
於
い
て
、
既
に
解
説
文
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、

述
語
体
言
は
内
包
性
、
即
ち
主
語
体
言
よ
り
も
上
位
の
概
念
の
位
地
に
あ
る
こ

と
を
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ウ
ナ
ギ
文
と
解
説
文

　
　
太
郎
は
納
豆
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
）

　
　
太
郎
は
大
学
生
だ
。
（
解
説
文
）

に
対
し
て
、
各
々
の
枠
組
関
係
を
担
っ
て
い
る
文
と
し
て
、

　
　
太
郎
は
、
苦
手
な
食
物
に
関
し
て
は
、
納
豆
だ
。
（
枠
組
関
係
の
文
）

　
　
太
郎
は
、
身
分
に
関
し
て
は
、
大
学
生
だ
。
（
枠
組
関
係
の
文
）

の
形
式
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
他
に
、

　
　
太
郎
は
納
豆
が
苦
手
な
食
物
だ
。
（
ウ
ナ
ギ
文
↓
二
重
主
語
文
）

　
　
太
郎
は
大
学
生
が
身
分
だ
。
（
解
説
文
言
二
重
主
語
文
）

と
い
う
文
も
、
同
じ
枠
組
関
係
を
内
実
と
す
る
文
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
れ
は
所
謂
二
重
主
語
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
ウ
ナ
ギ
文
、
枠
組
関
係
の
文

を
併
せ
て
示
せ
ば
、

　
　
　
　
　
、
　
　
　
ダ
。

〈
X
＞
　
ノ

主
語

〈
X
＞
　
ハ

主
語

く
X
V
　
ハ

総
主

〈
Y
＞
　
　
（
ウ
ナ
ギ
文
／
解
説
文
）

述
語
〈
Z
＞
二
関
シ
テ
ハ
〈
Y
＞
ダ
。
（
枠
組
関
係
文
）

枠
組
関
係
　
　
　
述
語

〈
Y
＞
ガ
〈
Z
＞
ダ
。
（
二
重
主
語
文
）

主
語
　
　
述
語

と
一
般
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ウ
ナ
ギ
文
の
主
語
は
、
二
重
主
語
文
で
は
「
総
主
」
或
い
は
「
題
目
」
と
称

さ
れ
る
「
ー
ハ
」
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
ウ
ナ
ギ
文
の
述
語
は
、
二
重
主
語
文

で
は
主
語
「
ー
ガ
」
と
い
う
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
二
重
主
語
文
の
述
語

と
は
、
枠
組
関
係
文
に
於
け
る
中
核
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ナ
ギ
文
で
は

潜
在
化
さ
れ
、
現
実
の
ウ
ナ
ギ
文
の
形
式
に
は
占
め
る
位
地
が
無
い
も
の
で
あ

る
。　
右
の
こ
と
は
、
解
説
文
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
主
語
と
は
何
か
の
問
題
は
、

こ
の
よ
う
な
連
関
も
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
文
法
上
の
文
と
し
て
、
述
体
の
論
理
を
出
発
点
と
す
る
と
き
、
解
説
文
、
ウ

ナ
ギ
文
と
い
う
意
味
区
分
を
超
え
て
、
体
言
文
の
主
語
－
述
語
関
係
は
問
題
で

あ
る
。
文
を
組
み
立
て
る
内
部
構
造
と
し
て
追
究
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
多
い
。

体
言
文
の
研
究
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
は
用
言
文
め
か
し
た
単
文
扱
い
で
は
な
く
、

論
理
的
に
は
推
論
関
係
に
於
い
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
状

の
現
象
的
な
扱
い
を
超
え
て
、
更
に
追
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
体
言
文

の
研
究
は
新
た
な
文
法
論
の
地
平
を
拓
く
。

〈
注
〉

1
　
例
え
ば
、
佐
久
間
鼎
の
「
物
語
文
」
と
「
品
定
め
文
」
（
佐
久
間
］
九
四
一
）
、

　
三
尾
砂
の
「
現
象
文
」
と
「
判
断
文
」
（
三
尾
一
九
四
一
）
と
い
う
弁
別
は
、
述

　
語
の
品
詞
性
と
文
の
意
味
規
定
に
関
わ
る
問
題
設
定
で
あ
る
。
同
じ
く
「
動
詞

　
文
」
と
「
名
詞
文
（
形
容
詞
文
・
準
詞
文
）
」
と
い
う
文
の
弁
別
を
行
う
三
上
章

　
に
は
、
述
語
一
本
建
て
の
主
語
廃
止
論
、
日
本
語
構
文
と
し
て
の
記
述
関
係
の
設

　
定
、
助
詞
ハ
に
よ
る
格
の
代
行
説
が
あ
る
（
三
上
一
九
五
三
、
一
九
六
〇
、
一
九

　
七
〇
）
。

　
松
下
大
三
郎
は
、
構
文
関
係
に
「
提
示
」
の
関
係
を
認
定
す
る
こ
と
か
ら
「
題

　
目
の
助
辞
」
と
し
て
ハ
・
モ
を
設
定
し
、
こ
れ
を
有
す
る
「
題
示
的
叙
述
」
と
こ

　
れ
を
持
た
な
い
「
無
題
的
叙
述
」
と
い
う
よ
う
に
、
文
の
原
理
的
規
定
と
助
詞
論
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の
連
関
を
説
く
（
松
下
一
九
二
四
、
一
九
二
八
、
一
九
三
〇
）
。

　
　
な
お
、
山
田
文
法
に
は
「
血
中
に
於
け
る
語
の
配
列
」
と
し
て
「
自
然
の
配

　
列
」
に
対
す
る
「
故
意
的
配
列
」
に
「
提
示
的
語
法
」
の
説
が
あ
る
。
位
格
関
係

　
は
、
文
の
成
分
と
し
て
構
文
上
に
語
を
表
す
と
き
、
自
然
に
正
規
の
位
地
を
占
め

　
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
別
の
意
図
の
実
現
と
し
て
、
主
格
で
は
な
い
が
文
頭
に
立

　
つ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
形
態
か
ら
主
格
的
な
も
の
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

　
と
説
く
（
山
田
一
九
〇
八
、
一
九
三
六
）
。
右
の
隠
題
無
題
に
よ
る
文
の
区
別
に

　
つ
い
て
、
松
下
は
、
我
々
が
判
断
を
立
て
る
場
合
の
思
惟
の
範
疇
で
あ
る
と
す
る

　
（
松
下
一
九
三
〇
）
。
松
下
文
法
に
在
る
、
題
目
論
を
展
開
し
題
目
－
解
説
と
い

　
う
構
文
関
係
を
説
く
と
い
う
面
は
、
山
田
文
法
の
中
に
は
積
極
的
に
は
な
い
が
、

　
文
に
於
け
る
思
惟
の
範
疇
の
区
別
に
助
詞
ハ
の
関
与
を
捉
え
て
い
る
点
で
両
者
は

　
等
し
い
。

2
　
こ
こ
に
言
う
用
言
文
は
、
体
言
と
用
言
で
主
語
－
述
語
関
係
を
構
成
す
る
一
般

　
の
用
言
文
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
象
文
と
し
て
の
ガ
用
言
文
の
文
末

　
を
「
～
の
だ
」
と
加
工
し
た
り
、
こ
れ
を
読
み
込
ん
だ
も
の
を
用
言
文
と
し
て
持

　
ち
だ
す
な
ら
ば
、
用
言
文
に
も
主
語
の
指
定
と
い
う
意
味
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来

　
る
。
更
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
用
言
文
で
の
主
述
の
転
倒
、
所
謂
分
裂
文

　
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
就
い
て
の
検
討
は
今
回
は
除
く
。

3
　
こ
こ
で
の
助
詞
ガ
は
、
問
答
と
い
う
談
話
関
係
の
意
味
を
助
詞
ハ
と
同
じ
く
担

　
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
、
ガ
体
言
文
の
意
味
と
し
て
、
指
定
の
場
合
（
第

　
二
文
）
も
解
説
の
場
合
（
第
四
文
）
も
、
動
詞
文
的
な
事
実
の
描
写
で
は
な
い
と

　
捉
え
た
こ
と
よ
り
す
れ
ぽ
、
我
々
は
此
処
に
、
格
助
詞
で
は
な
く
ハ
と
同
じ
領
域

　
に
あ
る
ガ
、
と
い
う
も
の
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ハ
体

　
言
文
を
用
言
文
の
題
目
提
示
に
準
え
る
こ
と
が
妥
当
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す

　
る
中
で
、
ガ
体
言
文
が
用
言
文
に
於
け
る
格
を
担
う
基
底
と
し
て
の
現
象
文
で
は

　
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
（
石
神
二
〇
〇
五
）
0

4
　
　
般
的
に
体
言
文
と
し
て
我
々
が
意
識
す
る
も
の
は
正
規
解
説
文
で
あ
る
。
他

　
の
種
類
の
体
言
文
は
何
ら
か
の
文
脈
的
背
景
が
必
要
で
あ
る
。
背
景
が
無
い
場
合

　
は
、
具
体
的
な
文
と
し
て
は
、
文
単
独
で
の
自
立
的
な
意
味
の
把
握
が
困
難
で
あ

　
る
。
先
に
、
第
一
文
と
し
た
正
規
解
説
文
以
外
の
「
大
学
生
」
に
つ
い
て
限
定
性

　
を
纏
う
と
し
た
こ
と
は
、
此
処
で
の
問
題
で
あ
る
。
四
区
分
は
、
体
言
文
に
於
け

　
る
意
味
規
定
に
異
な
り
を
捉
え
る
組
織
を
一
般
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

5
　
体
言
述
語
が
実
質
用
言
の
述
語
に
相
当
す
る
。
こ
の
論
理
を
支
え
る
た
め
、
山

　
田
文
法
は
「
陳
述
」
だ
け
を
担
う
語
を
「
形
式
用
言
」
と
し
て
用
言
の
内
部
に
特

　
署
し
た
。
山
田
の
「
陳
述
」
を
文
の
成
分
と
し
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
渡
辺
文
法

　
で
は
、
助
動
詞
の
内
部
に
「
甲
種
」
と
い
う
領
域
を
設
定
し
、
形
式
用
言
説
を
継

　
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
渡
辺
一
九
七
一
）
。
こ
の
こ
と
は
、
述
体
の
位
格
関
係

　
に
発
す
る
文
形
式
と
し
て
の
述
語
、
と
い
う
捉
え
方
と
は
別
に
、
既
定
の
成
分
構

成
を
以
て
す
れ
ば
文
に
述
語
が
実
現
す
る
、
と
い
う
見
方
を
生
み
出
す
も
の
と
な

　
つ
た
。
実
質
用
言
と
は
、
属
性
と
陳
述
を
自
ら
重
ね
て
有
す
る
が
故
に
述
語
に
成

　
る
指
標
を
予
め
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
語
と
関
係
的
に
規
定
さ
れ

　
る
こ
と
な
く
、
述
語
が
構
文
上
に
在
る
の
で
あ
る
。
判
断
の
構
造
と
の
連
関
は
分

断
さ
れ
、
構
文
上
に
述
語
が
在
る
こ
と
を
以
て
、
文
で
あ
る
こ
と
が
一
次
的
に
設

　
定
さ
れ
る
。
此
処
で
は
、
主
語
は
文
規
定
の
番
外
に
置
か
れ
る
。
主
語
は
他
の
連

　
用
的
な
も
の
と
共
に
二
次
的
存
在
で
し
か
な
い
。
日
本
語
の
文
法
研
究
に
於
い
て

　
・
王
語
を
根
拠
不
明
な
も
の
と
す
る
兆
し
は
、
述
体
論
の
流
用
に
あ
っ
た
、
と
考
え

　
ら
れ
る
。〈
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ボ
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岩
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〇
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（
一
九
三
〇
）
『
標
準
口
語
法
』
中
文
館

三
尾
砂
（
一
九
四
八
）
『
国
語
法
文
章
論
』
三
省
堂

三
上
　
章
　
　
（
一
九
五
三
）
『
現
代
語
法
序
説
』
刀
江
書
院
（
一
九
七
二
、
く
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
出
版
）

　
〃
　
　
　
（
一
九
六
〇
）
『
像
は
鼻
が
長
い
』
く
ろ
し
お
出
版

　
〃
　
　
　
（
一
九
七
〇
）
『
文
法
小
論
集
』
く
ろ
し
お
出
版

森
重
　
敏
　
　
（
一
九
五
九
）
『
日
本
文
法
通
論
』
風
間
書
房

　
〃
　
　
　
（
一
九
六
五
）
『
日
本
文
法
－
主
語
と
述
語
…
』
武
蔵
野
書
院

　
〃
　
　
　
（
一
九
七
一
）
『
日
本
文
法
の
諸
問
題
』
笠
間
書
院

山
口
　
光
　
　
（
　
九
七
五
）
コ
一
体
言
文
の
論
理
的
意
味
」
『
国
語
研
究
』
（
國
學
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
學
）
三
八
号

　
〃
　
　
　
（
二
〇
〇
一
）
『
還
元
文
法
構
文
論
』
発
行
け
い
め
い
出
版
、
発
売
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
し
お
出
版

山
田
孝
雄
　
　
（
一
九
〇
八
）

　
〃
　
　
　
（
一
九
三
六
）

渡
辺
　
実
　
　
（
一
九
七
一
）

『
日
本
文
法
論
』
難
文
館

『
日
本
文
法
学
概
論
』
法
文
館

『
国
語
構
文
論
』
塙
童
旦
房

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
日
受
理
）


